
愛媛大学学術支援センター

動物実験部門 部門長　殿

年 月 日

×

年 月 日 年 月 日

備考

精子凍結 胚凍結

遺伝子組換え実験安全委員会承認番号

生　殖　工　学　業　務　依　頼　書
※これまでに依頼したことのない系統の場合は右の系統情報申告書もご記入ください

依　頼　者　記　入　欄

所　属 ○○○○○○○○講座 部局等主任者名 愛大　太郎

依頼日

医-12345

動物実験計画書承認番号 31-ME-99-16

依　頼　内　容

マウス ラット

依頼者名 愛大　次郎 E-mail xxxxxxxxxxxx@m.ehime-u.ac.jp 内線 1234

精子からの個体作出 胚からの個体作出 SPF化

交配の組み合わせ
（雌雄の遺伝子型を選択して下さい） オス メス 繁殖成績 良・悪・不明

依頼者が
準備する

動物の情報

系統名 バックグラウンド
(遺伝子組換え動物の場合)

匹数 週齢 飼育室 準備予定日

2019/7/7

メス

オス ○○ KO マウス C57BL/6j 2 8 345

業　務　関　連　記　入　欄　　（これ以降は記入しないで下さい。）

実施期間

実施内容 料金 使用数 凍結数 受精率 産子数 その他

精子凍結

胚凍結

SPF化

精子から個体作出

胚から個体作出

作業終了後、本依頼書の返却をもって作業報告書とします。

～

請求金額　

遺伝子組換え及び疾患マウス・ラットの取り扱いは各依頼者の責任のもとに行います。

受精率向上培地

超過排卵薬
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愛媛大学 学術支援センター

動物実験部門 部門長　殿

年 月 日

学内公開の可否

学内分与の可否

　可 　否

　可 　否

(否の場合) 理由：

(可の場合) 条件：

本申告書を公開する場合には申告者に公開の可否について事前にお伺いいたします。

申告者所属 ○○○○○○○○講座 申告者氏名 愛大　次郎

他機関から導入

マウスの場合MGI　　(Mouse Genome Informatics: http://www.informatics.jax.org/ )

MGI ID： 5496656 Symbol： Phf2
tm1.1Yima 系統名： C57BL/6J

作製年：

導入年： 2019年

作製または導入した機関名(登録略記号)： ○○○○大学

申告日

学内へのマウス保有情報の公開及び分与について

KO系統

KI系統

Flox系統

参考文献

ラットの場合RGD　　(Rat Genome Database: https://rgd.mcw.edu/ )

RGD ID： Symbol： 系統名：

MGI ID, RGD ID が不明の場合は、以下の項目を記入して下さい。

TG系統

由　　来

自家作製

LoxP配列の導入先の
遺伝子名：

導入先の遺伝子名：

導入遺伝子名：

標的遺伝子名：

導入遺伝子名：

系　統　情　報　申　告　書

系統の
作出方法

非相同組換え 相同組換え ゲノム編集 近交系

自然突然変異 人為突然変異 挿入突然変異


